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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析方法であって、
　前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、前記
弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備
え、
　前記弾性検出装置は、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記憶させ
、
　前記健康状態分析方法は、
　クライアント端末から、照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を前記
クラウドサーバーに発送して、前記クラウドサーバーが、クラウド・データベースから前
記健康状態分析請求に対応する分析待ちデータを取得し、且つ前記分析待ちデータに対し
データ分析を行って前記照会人の健康状態情報を取得するようにさせること、ここで、前
記分析待ちデータには、前記照会人が前記弾性検出装置により検出し得た前記粘弾性媒質
の前記変位データが含まれ、
　前記クライアント端末が、前記クラウドサーバーから発送された前記照会人の健康状態
情報を受け取ることを含み、
　前記健康状態分析請求には、前記照会人のグループ属性標識情報がさらに含まれ、前記
グループ属性標識情報は、照会待ち疾患標識及び所属年齢層標識であり、
　前記健康状態分析請求により、前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースか
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ら前記グループ属性標識情報に対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の変位
データ集合に対しデータ分析を行って当該所属年齢層の中の人々の当該疾患に対応する変
位データの全体傾向である第一の分析結果を取得するようにさせ、及び、前記クラウドサ
ーバーが前記クラウド・データベースから前記個人属性標識情報に対応する第二の変位デ
ータ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ分析を行って当該照会人の当
該疾患の変位データの傾向である第二の分析結果を取得するようにさせ、前記第一の分析
結果によって前記第二の分析結果が表す当該照会人の健康状態を評価し、当該照会人が当
該疾患にかかる可能性の高さに関する健康状態情報を得るように用いられる、
　ことを特徴とする弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法。
【請求項２】
　前記健康状態分析方法は、前記クライアント端末が前記クラウドサーバーから発送され
た健康助言情報を受け取ることをさらに含み、前記健康助言情報は、前記クラウドサーバ
ーが前記健康状態情報によって確定したものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法。
【請求項３】
　弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析方法であって、
　前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、前記
弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備
え、
　前記弾性検出装置は、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記憶させ
、
　前記健康状態分析方法は、
　クラウドサーバーがクライアント端末から発送された健康状態分析請求を受け取ること
、ここで、前記健康状態分析請求には、照会人の個人属性標識情報が含まれ、
　前記クラウドサーバーが、クラウド・データベースから前記健康状態分析請求に対応す
る分析待ちデータを取得し、前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会人の
健康状態情報を取得すること、ここで、前記分析待ちデータには、前記照会人が前記弾性
検出装置により検出し得た前記粘弾性媒質の前記変位データが含まれ、
　前記クラウドサーバーが、前記照会人の前記健康状態情報を前記クライアント端末に発
送することを含み、
　前記健康状態分析請求には、前記照会人のグループ属性標識情報がさらに含まれ、前記
グループ属性標識情報は、照会待ち疾患標識及び所属年齢層標識であり、
　前記クラウドサーバーは、前記クラウド・データベースから前記健康状態分析請求に対
応する分析待ちデータを取得し、前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会
人の健康状態情報を取得し、
　前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースから前記グループ属性標識情報に
対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の変位データ集合に対しデータ分析を
行って当該所属年齢層の中の人々の当該疾患に対応する変位データの全体傾向である第一
の分析結果を取得すること、
　前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースから前記個人属性標識情報に対応
する第二の変位データ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ分析を行っ
て当該照会人の当該疾患の変位データの傾向である第二の分析結果を取得すること、
　前記クラウドサーバーが前記第一の分析結果によって前記第二の分析結果が表す当該照
会人の健康状態を評価し、当該照会人が当該疾患にかかる可能性の高さに関する健康状態
情報を得ることを含む、
　ことを特徴とする弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法。
【請求項４】
　前記健康状態分析方法は、さらに、
　前記クラウドサーバーが、前記健康状態情報に応じて健康助言情報を確定すること、
　前記クラウドサーバーが、前記健康助言情報を前記クライアント端末に発送することを
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含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載の弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法。
【請求項５】
　弾性検出装置に基づいた健康状態分析システムであって、
　前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、前記
弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備
え、
　前記弾性検出装置は、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記憶させ
、
　前記健康状態分析システムは、クライアント端末及びクラウドサーバーを備え、
　前記クライアント端末は、照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を前
記クラウドサーバーに発送するために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、前記クライアント端末から発送された健康状態分析請求を受
け取って、クラウド・データベースから当該健康状態分析請求に対応する分析待ちデータ
を取得し、且つ前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会人の健康状態情報
を取得するために用いられ、ここで、前記分析待ちデータには、前記照会人が前記弾性検
出装置により検出し得た前記粘弾性媒質の前記変位データが含まれ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記照会人の健康状態情報を前記クライアント端末
に発送するために用いられ、
　前記健康状態分析請求には、前記照会人のグループ属性標識情報がさらに含まれ、前記
グループ属性標識情報は、照会待ち疾患標識及び所属年齢層標識であり、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記クラウド・データベースから前記グループ属性
標識情報に対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の変位データ集合に対しデ
ータ分析を行って当該所属年齢層の中の人々の当該疾患に対応する変位データの全体傾向
である第一の分析結果を取得するために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記クラウド・データベースから前記個人属性標識
情報に対応する第二の変位データ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ
分析を行って当該照会人の当該疾患の変位データの傾向である第二の分析結果を取得する
ために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記第一の分析結果により前記第二の分析結果が表
す当該照会人の健康状態を評価し、当該照会人が当該疾患にかかる可能性の高さに関する
健康状態情報を得るために用いられる、
　ことを特徴とする弾性検出装置に基づいた健康状態分析システム。
【請求項６】
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記健康状態情報に応じて健康助言情報を確定し、
前記健康助言情報を前記クライアント端末に発送するために用いられ、
　前記クライアント端末は、さらに、前記健康助言情報を受け取るために用いられる、
　ことを特徴とする請求項５に記載の弾性検出装置に基づいた健康状態分析システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ処理の技術領域に属し、特に、弾性検出装置に基づいた健康状態分析
方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医学技術の日々進歩及び人々の生活ストレスの絶えず増大に伴い、人々の健康意識が強
まっている。
【０００３】
　現在、人々が自身の健康状態を知る手段としては、病院で各種検査を行うことが一般的
であり、例えば、粘弾性媒質の弾性検出を行ったり、医者が一人ひとりの個人の検出デー
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タに基づいて分析を行うことでその人の健康状態を把握したりしている。しかしながら、
病院の検査方法は、人々が自身の健康状態をリアルタイムで追跡することができないため
、その身体状態を適時で便利に把握しようとする需要を満すことができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上の問題に鑑みて、本発明の目的は、個人がクライアント端末を介して自分の身体状
態を適時で便利に把握できる、弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法及びシステムを
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態による第一方式の弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法において
、前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、前記
弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備
え、前記弾性検出装置により、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記
憶させ、
　前記健康状態分析方法は、
　クライアント端末から、照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を前記
クラウドサーバーに発送して、前記クラウドサーバーが、クラウド・データベースから当
該健康状態分析請求に対応する分析待ちデータを取得し、且つ前記分析待ちデータに対し
データ分析を行って前記照会人の健康状態情報を取得するようにさせること、ここで、前
記分析待ちデータには、前記照会人が前記弾性検出装置により検出し得た前記粘弾性媒質
の前記変位データが含まれており、
　前記クライアント端末が、前記クラウドサーバーから発送された前記照会人の健康状態
情報を受け取ることを含んでいる。
【０００６】
　前記第一方式の第一種の実施可能な形態において、前記健康状態分析請求には、前記照
会人のグループ属性標識情報がさらに含まれており、
　前記健康状態分析請求は、さらに、前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベー
スから前記グループ属性標識情報に対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の
変位データ集合に対しデータ分析を行って第一の分析結果を取得するようにさせ、及び、
前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースから前記個人属性標識情報に対応す
る第二の変位データ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ分析を行って
第二の分析結果を取得するようにさせ、前記第一の分析結果によって、前記第二の分析結
果に対応する健康状態情報を得るようにさせるために用いられる。
【０００７】
　前記第一方式又は前記第一方式の第一種の実施可能な形態に基づき、前記第一方式の第
二種の実施可能な形態において、前記健康状態分析方法は、前記クライアント端末が前記
クラウドサーバーから発送された健康助言情報を受け取ることをさらに含み、前記健康助
言情報は、前記クラウドサーバーが前記健康状態情報によって確定したものである。
【０００８】
　前記第一方式又は前記第一方式の第一種の実施可能な形態に基づき、前記第一方式の第
三種の実施可能な形態において、前記グループ属性標識情報は、少なくとも、照会待ち疾
患標識、所属年齢層標識、性別標識のうちの一種である。　
【０００９】
　本発明の実施形態による第二方式の弾性検出装置に基づいた健康状態分析方法において
、前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、前記
弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備
え、前記弾性検出装置により、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記
憶させ、
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　前記健康状態分析方法は、
　クラウドサーバーがクライアント端末から発送された健康状態分析請求を受け取ること
、ここで、前記健康状態分析請求には、照会人の個人属性標識情報が含まれ、
　前記クラウドサーバーが、前記クラウド・データベースから前記健康状態分析請求に対
応する分析待ちデータを取得し、前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会
人の健康状態情報を取得すること、ここで、前記分析待ちデータには、前記照会人が前記
弾性検出装置により検出し得た前記粘弾性媒質の前記変位データが含まれ、
　前記クラウドサーバーが、前記照会人の前記健康状態情報を前記クライアント端末に発
送することを含んでいる。
【００１０】
　前記第二方式の第一種の実施可能な形態において、前記健康状態分析請求には、前記照
会人のグループ属性標識情報がさらに含まれており、
　前記クラウドサーバーは、前記クラウド・データベースから前記健康状態分析請求に対
応する分析待ちデータを取得し、前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会
人の健康状態情報を取得し、
　前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースから前記グループ属性標識情報に
対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の変位データ集合に対しデータ分析を
行って第一の分析結果を取得すること、
　前記クラウドサーバーが前記クラウド・データベースから前記個人属性標識情報に対応
する第二の変位データ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ分析を行っ
て第二の分析結果を取得すること、
　前記クラウドサーバーが前記第一の分析結果によって、前記第二の分析結果に対応する
健康状態情報を得ることを含んでいる。
【００１１】
　前記第二方式又は前記第二方式の第一種の実施可能な形態に基づき、前記第二方式の第
二種の実施可能な形態において、前記健康状態分析方法は、前記クラウドサーバーが、前
記健康状態情報に応じて健康助言情報を確定すること、前記クラウドサーバーが、前記健
康助言情報を前記クライアント端末に発送することをさらに含んでいる。
【００１２】
　前記第二方式又は前記第二方式の第一種の実施可能な形態に基づき、前記第二方式の第
三種の実施可能な形態において、前記グループ属性標識情報は、少なくとも、照会待ち疾
患標識、所属年齢層標識、性別標識のうちの一種である。
【００１３】
　本発明の実施形態による第三方式の弾性検出装置に基づいた健康状態分析システムにお
いて、前記弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、
前記弾性せん断波の作用により発生する前記粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置
を備え、
　前記弾性検出装置は、取得した前記変位データをクラウドサーバーに発送して記憶させ
、
　前記健康状態分析システムは、クライアント端末及びクラウドサーバーを備え、
　前記クライアント端末は、照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を前
記クラウドサーバーに発送するために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、前記クライアント端末から発送された健康状態分析請求を受
け取って、クラウド・データベースから当該健康状態分析請求に対応する分析待ちデータ
を取得し、且つ前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って前記照会人の健康状態情報
を取得するために用いられ、ここで、前記分析待ちデータには、前記照会人が前記弾性検
出装置により検出し得た前記粘弾性媒質の前記変位データが含まれ、
　前記クラウドサーバーは、前記照会人の健康状態情報を前記クライアント端末に発送す
るためにも用いられる。
【００１４】
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　前記第三方式の第一種の実施可能な形態において、前記健康状態分析請求には、前記照
会人のグループ属性標識情報がさらに含まれ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記クラウド・データベースから前記グループ属性
標識情報に対応する第一の変位データ集合を取得し、前記第一の変位データ集合に対しデ
ータ分析を行って第一の分析結果を取得するために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記クラウド・データベースから前記個人属性標識
情報に対応する第二の変位データ集合を取得し、前記第二の変位データ集合に対しデータ
分析を行って第二の分析結果を取得するために用いられ、
　前記クラウドサーバーは、さらに、前記第一の分析結果により前記第二の分析結果に対
応する健康状態情報を得るために用いられる。
【００１５】
　前記第三方式又は前記第三方式の第一種の実施可能な形態に基づき、前記第三方式の第
二種の実施可能な形態において、前記クラウドサーバーは、さらに、前記健康状態情報に
応じて健康助言情報を確定し、前記健康助言情報を前記クライアント端末に発送するため
に用いられ、
　前記クライアント端末は、さらに、前記健康助言情報を受け取るために用いられる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析方法及びシステムによれば、各弾性
検出装置は、検出して得た各人の変位データをクラウド端末に記憶させる。これにより、
照会人は、端末装置に設置されたクライアント端末を介して、クラウドサーバーに健康状
態分析請求を発送することができ、クラウドサーバーは、各照会人の変位データが記憶さ
れているクラウド・データベースから当該健康状態分析請求の中で照会人の個人属性情報
に対応する分析待ちデータを取得し、且つ前記分析待ちデータに対しデータ分析を行って
、例えば、照会人の臓器弾性変化の動きや所定の病気にかかる可能性などの健康状態情報
を取得する。これにより、クラウドサーバーに記憶された大量のデータを用いて、照会人
はクライアント端末を介して自分の身体健康状態を便利で適時に把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の一つの実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状態分
析方法のフローチャートである。
【図２】図２は、本発明の他の一つの実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状
態分析方法のフローチャートである。
【図３】図３は、本発明の実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析シス
テムの構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の目的、技術手段をより明瞭にするために、図面を参照して本発明の実施形態を
分かりやすく詳細に説明する。もちろん、下記に説明する実施形態は、本発明の一部の実
施形態であり、それに基づいて、当業者が創造的労働を行わずに取得した全ての他の実施
形態は、いずれも本発明の保護範囲に属する。
【００１９】
　図１は、本発明の第一の実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析方法
のフローチャートである。本実施形態において、弾性検出装置は、人体に対して弾性検出
を行って人体の変位データを取得する。この変位データは、弾性検出装置により受検者の
粘弾性媒質に対して弾性検出を行って得られたものであり、各弾性検出装置は、取得した
変位データをクラウドサーバーに送って記憶させる。この弾性検出装置には、受検者の粘
弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、弾性せん断波の作用により発生する粘
弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置が含まれている。ここで、この励起装置及び捕
捉装置の作業原理を簡単に説明すると、肝臓などの粘弾性臓器媒質の表面において、励起



(7) JP 6533586 B2 2019.6.19

10

20

30

40

50

装置によって粘弾性媒質に弾性せん断波を励起し、即ち振動信号の発生に相当し、その振
動信号の作用により粘弾性媒質が振動して、捕捉装置から粘弾性媒質に超音波信号を発送
することができ、弾性力学原理によれば、その粘弾性媒質により一つのエコー（ｅｃｈｏ
）応答が発生される。例えば、正常状態又は病理状態などの異なる状態で、粘弾性臓器媒
質の弾性応力又は弾性ひずみが異なるため、捕捉装置は、圧力を受ける前後のエコー信号
によって、粘弾性媒質の変位データを計算して取得する。この変位データは、粘弾性臓器
の弾性特徴を反映し、身体健康状態の重要な参考である。本実施形態において、異なる受
検者が異なる時間で異なる弾性検出装置を使って検出を行う可能性を考慮して、各弾性検
出装置は、受検者の変位データを取得した後、それを全てクラウドサーバーにアップロー
ドしてクラウドストレージをする。
【００２０】
　図１に示すように、本実施形態による上記方法は、以下のようなステップを含んでいる
。
【００２１】
　ステップ１０１：クライアント端末から照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態
分析請求をクラウドサーバーに発送することで、クラウドサーバーが、クラウド・データ
ベースからその健康状態分析請求に対応する分析待ちデータを取得し、分析待ちデータに
対しデータ分析を行って照会人の健康状態情報を取得するようにさせる。ここで、分析待
ちデータには、照会人が弾性検出装置を介して検出し得た粘弾性媒質の前記変位データが
含まれている。
【００２２】
　ステップ１０２：クライアント端末は、クラウドサーバーから発送された照会人の健康
状態情報を受け取る。
【００２３】
　本実施形態において、クライアント端末は、ユーザー端末に設置されており、ここで、
ユーザー端末とは、例えばスマートフォン、ノートパソコン、タブレットＰＣなど、自分
の健康状態を照会して取得しようと照会人の端末装置である。クライアント端末は、例え
ば、ＡＰＰ形式、Ｗｅｂページ形式であっても良い。クライアント端末が所属するユーザ
ー端末とクラウドサーバーとの接続方式は特に限定されず、例えば、有線接続方式であっ
ても良いし、ＷＬＡＮ、３Ｇ、４Ｇ、ＧＲＰＳなどの無線ネットワーク接続方式であって
も良い。
【００２４】
　本実施形態において、クラウドサーバーには、各々照会人が異なる時間、場所で、例え
ば肝臓などの粘弾性臓器媒質の弾性検出を行って取得した変位データが記憶されている。
且つ、それら変位データには、例えば、受検者の名前、年齢、身分証番号、連絡先などの
身分情報及び検出し得た変位値が含まれており、検出を行う弾性検出装置の標識情報、そ
の弾性検出装置の所在病院の情報、その弾性検出装置を操作する医者情報などがさらに含
まれている。このため、本実施形態では、クラウドサーバー中のクラウド・データベース
に記憶された大量のデータを用いて、照会人の自分の身体健康状態への追跡が実現でき、
これにより、照会人は自分の身体健康状態を便利で適時に把握することができる。
【００２５】
　詳しくは、照会人が自分の健康状態を照会して知りたい場合、クライアント端末を介し
てクラウドサーバーに健康状態分析請求を発送することができ、ここで、健康状態分析請
求には個人属性標識情報が含まれており、その個人属性標識情報は、例えば照会人の身分
証番号、名前及び連絡先などの、唯一に照会人を標識するものとして使われている。クラ
イアント端末がＷｅｂページ形式である場合、照会人は、例えばページ中の入力プロンプ
ト・ボックスに、相応する個人属性標識をプロンプトに従って入力することができる。こ
れにより、クラウドサーバーは、クライアント端末から発送され且つ照会人の個人属性標
識情報が含まれた健康状態分析請求を受け取った場合、自体のクラウド・データベースか
ら当該個人属性標識情報に対応する分析待ちデータを照会して取得する。ここで、その分
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析待ちデータには当該照会人が各弾性検出装置を介して検出し得た粘弾性媒質の変位デー
タが含まれている。
【００２６】
　照会人の分析待ちデータとは、当該照会人が一定の期間内に複数回の弾性検出を行って
取得した変位データの集合を指し、クラウドサーバーは、この変位データの集合に対し分
析を行って分析結果を取得する。ここで、クラウドサーバーが当該変位データの集合に対
して行う分析として、例えば、当該照会人の変位値の傾向図、即ち毎回の変位値が時間に
従って変化する動向図を分析することができる。また、クラウドサーバーが当該変位デー
タの集合に対して行う分析として、当該照会人の全ての変位データの中で、一定の時間間
隔内に所定の閾値を超えた回数及び対応する変位値を統計することもできる。なお、クラ
ウドサーバーが分析待ちデータに対し上述のような分析を行って得た分析結果は、当該照
会人の健康状態情報の一つとなるため、クラウドサーバーは、照会人が自分の健康状態情
報を取得することができるよう、その分析結果をクライアント端末に発送する。
【００２７】
　本実施形態において、各弾性検出装置は検出し得た各人の変位データをクラウドストレ
ージさせるため、照会人は、その端末装置に設置されたクライアント端末を介して、クラ
ウドサーバーに健康状態分析請求を発送することができ、クラウドサーバーは、各照会人
の変位データが記憶されているクラウド・データベースから、当該健康状態分析請求での
当該照会人の個人属性情報に対応する分析待ちデータを取得することができ、且つ、その
分析待ちデータに対し分析を行って、例えば照会人の臓器弾性変化の動きやある病気にか
かる可能性などの健康状態情報を取得することができる。このため、クラウドサーバーに
記憶された大量のデータを用いて、照会人はクライアント端末を介して自分の身体健康状
態を便利で適時に把握することができる。
【００２８】
　さらに、上述した実施形態に基づいて、クラウドサーバーが分析し得た照会人の健康状
態情報をより精確にするために、照会人のグループ属性標識情報の健康状態分析結果に対
する影響も考慮すべきである。簡単に説明すると、例えば、同じ一組の変位データから得
た傾向図であっても、当該組の変位データに対応するのが子供の検出データであれば、当
該傾向図が反映したその子供の健康状態は良好である可能性があるが、当該組の変位デー
タに対応するのが老人の検出データであれば、当該傾向図が反映したその老人の健康状態
は不良である可能性がある。このため、照会人のグループ属性情報の健康状態分析結果に
対する影響を考慮する必要がある。
【００２９】
　詳しく言うと、クライアント端末からクラウドサーバーに発送した健康状態分析請求に
は、照会人の個人属性標識情報が含まれている他に、照会人のグループ属性標識情報も含
まれている。そのうち、そのグループ属性標識情報には、照会待ち疾患標識、所属年齢層
標識、性別標識のうちの少なくとも一種が含まれている。ここで、年齢層標識は、例えば
、予め分けておいた子供、青少年、中青年、老人の４つの年齢層であっても良いし、各年
齢層は異なる年齢区間に対応する。疾患標識は、例えば、肝硬変、脂肪肝などの肝臓疾患
標識がある。
【００３０】
　詳しく言うと、クラウドサーバーは、クライアント端末から発送され、且つ照会人の個
人属性標識情報及びグループ属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を受け取ると、一
方では、クラウド・データベースから当該グループ属性標識情報に対応する第一の変位デ
ータ集合を取得し、その第一の変位データ集合に対しデータ分析を行って第一の分析結果
を取得しており、他方では、クラウド・データベースから当該個人属性標識情報に対応す
る第二の変位データ集合を取得し、その第二の変位データ集合に対しデータ分析を行って
第二の分析結果を取得する。上述した分析過程の説明を参考にして、ここではクラウドサ
ーバーが第一の変位データ集合及び第二の変位データ集合を分析する過程については再度
説明しない。
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【００３１】
　グループ属性標識情報がある疾患標識である場合、第一の変位データ集合は、この種疾
患が検出された全員の一定の要求を満たす変位データである。ここで言及すべきことは、
本実施形態において弾性検出を例とした場合、上記の疾患とは、例えば、上記に挙げた肝
硬変、脂肪肝など、特に弾性検出結果に関連する疾患であるため、当該疾患に対応するデ
ータの集合に含まれた変位データは、当該疾患と対応する要求を満たす必要がある。例え
ば、Ａ疾患である場合、弾性変位の値は通常ａ１～ａ２の区間内にあり、Ｂ疾患である場
合、弾性変位の値は通常ｂ１～ｂ２の区間内にある。
【００３２】
　また言及すべきことは、グループ属性標識情報が例えばある疾患標識及びある年齢層標
識である場合、第一の分析結果は、当該年齢層の中の人々の当該疾患に対応する変位デー
タの全体の傾向図であっても良いし、一方、第二の分析結果は、当該照会人の当該疾患の
変位データの傾向図であっても良い。なお、当該照会人の年齢は、グループ属性標識の年
齢層範囲内にある。
【００３３】
　クラウドサーバーは、分析を行って上記の第一の分析結果及び第二の分析結果を得た後
、その第一の分析結果によって、第二の分析結果に対応する健康状態情報を取得し、即ち
、第一の分析結果を参考にして、第二の分析結果が反映した健康状態を確定する。詳しく
は、第一の分析結果は、照会人が所属されたある群の人々及び／又はある種の疾患の分析
結果を表し、そのグループの分析結果を参考にして、照会人個人の分析結果が表す当該照
会人の健康状態をより精確に評価することができる。例を挙げて説明すると、ある照会人
個人の変位データの分析結果は、当該照会人の全ての変位データがＡ～Ｂ区間内に位置す
ることを表し、一方、対応するグループ、例えばある年齢層にいる人々の変位データの分
析結果は、当該年齢層の人の変位データがＣ～Ｄ区間内に位置することを表し、且つ、Ａ
～Ｂ区間がＣ～Ｄ区間内の中間領域の部分に近づいて位置する場合、クラウドサーバーは
、グループの分析結果を参照して、その照会人個人の健康状態が良好であると確定し、そ
の健康状態情報をクライアント端末にフィードバックする。本実施形態において、照会人
の健康状態情報は、例えば照会人がある疾患にかかる可能性の高さのみを表している。
【００３４】
　さらに、クラウドサーバーは、照会人の健康状態情報を評価確定した後、その健康状態
に基づいて、例えば健康管理助言及びその他の公益情報などの相応する健康助言情報を照
会人に送ることができる。上述したステップ１０２において、クライアント端末は、クラ
ウドサーバーから発送された照会人の健康状態情報を受け取る以外に、クラウドサーバー
から発送された健康助言情報も受け取ることができる。例えば、健康状態情報が照会人の
肝臓弾性が不良であると表した場合、クラウドサーバーが発送する健康助言情報は、飲食
、運動などの策略の助言であっても良い。ここで言及すべきことは、クラウドサーバーの
この発送サービスは、カストマイズすることができ、例えば、クライアント端末がクラウ
ドサーバーの健康助言情報の発送サービスを予め注文した場合、クラウドサーバーは、健
康状態分析を行った後、相応の健康助言をクライアント端末に送れば良い。
【００３５】
　図２は、本発明の第二の実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析方法
のフローチャートである。図２に示すように、本実施形態による方法は、以下のようなス
テップを含んでいる。
【００３６】
　ステップ２０１：クラウドサーバーは、クライアント端末から発送された健康状態分析
請求を受け取る。ここで、健康状態分析請求には、照会人の個人属性標識情報が含まれて
いる。
【００３７】
　ステップ２０２：クラウドサーバーは、クラウド・データベースからその健康状態分析
請求に対応する分析待ちデータを取得し、当該分析待ちデータに対しデータ分析を行って
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、当該照会人の健康状態情報を取得する。ここで、分析待ちデータには、照会人が弾性検
出装置を介して検出し得た粘弾性媒質の変位データが含まれている。
【００３８】
　ステップ２０３：クラウドサーバーは、照会人の健康状態情報をクライアント端末に発
送する。
【００３９】
　本実施形態において、変位データの取得方法及び弾性検出装置の構成については、図１
に示された実施形態と同じであるため、説明は省略する。
【００４０】
　本実施形態において、クラウドサーバーには、各々照会人が異なる時間、場所で、例え
ば肝臓などの粘弾性臓器媒質の弾性検出を行って取得した変位データが記憶されている。
且つ、それら変位データには、例えば、受検者の名前、年齢、身分証番号、連絡先などの
身分情報及び検出して得た変位値が含まれており、検出を行う弾性検出装置の標識情報、
その弾性検出装置の所在病院の情報、その弾性検出装置を操作する医者情報などがさらに
含まれている。具体的には、クラウドサーバーの変位データに対する記憶として、例えば
分類記憶を行うが、例えば異なる病院又は地区に応じて異なるデータベースをそれぞれ作
成し、又は同じデータベースの中で異なる記憶空間を区切っても良いし、ある種類の疾患
の標識に応じて分類記憶を行い、且つ、記憶過程で同じ受検者の同じ疾患の変位データに
対し集中記憶を行っても良い。これにより、記憶効率を向上させるとともに、後続のデー
タ照会をより便利にすることができる。もちろん、前後の時間順によって集中記憶しても
良い。
【００４１】
　照会人は、自分の健康状態を確認する必要があるとき、クライアント端末を介して、当
該照会人の個人属性標識情報が含まれた健康状態分析請求をクラウドサーバーに発送する
ことができる。クラウドサーバーは、その健康状態分析請求を受け取ると、自体のクラウ
ド・データベースから当該個人属性標識情報に対応する分析データ、即ち当該照会人の全
ての変位データの集合を照会して取得することができる。
【００４２】
　クラウドサーバーは、その変位データの集合に対し分析を行って分析結果を取得する。
ここで、クラウドサーバーが変位データの集合に対して行う分析として、例えば当該照会
人の変位値の傾向図、即ち毎回の変位値が時間に従って変化する動向図を分析することが
できる。ここで説明したいのは、クラウドサーバーが分析待ちデータに対し上述のような
分析を行って得た分析結果は、当該照会人の健康状態情報の一つとなるため、クラウドサ
ーバーは、照会人が自分の健康状態情報を取得することができるよう、その分析結果をク
ライアント端末に発送する。
【００４３】
　さらに、上述した実施形態に基づいて、クラウドサーバーが分析し得た照会人の健康状
態情報をより精確にするために、照会人のグループ属性標識情報の健康状態分析結果に対
する影響も考慮すべきである。詳しくは、クライアント端末からクラウドサーバーに発送
した健康状態分析請求には、照会人の個人属性標識情報の以外、照会人のグループ属性標
識情報も含まれている。ここで、そのグループ属性標識情報には、照会待ち疾患標識、所
属年齢層標識、性別標識のうちの少なくとも一種が含まれている。上述した各標識情報の
意味については、図１に示された実施形態で詳しく説明したため、ここでの説明は省略す
る。
【００４４】
　クラウドサーバーは、クライアント端末から発送され、且つ照会人の個人属性標識情報
及びグループ属性標識情報が含まれた健康状態分析請求を受け取ると、一方では、クラウ
ド・データベースから当該グループ属性標識情報に対応する第一の変位データ集合を取得
し、その第一の変位データ集合に対しデータ分析を行って第一の分析結果を取得しており
、他方では、クラウド・データベースから当該個人属性標識情報に対応する第二の変位デ



(11) JP 6533586 B2 2019.6.19

10

20

30

40

50

ータ集合を取得し、その第二の変位データ集合に対しデータ分析を行って第二の分析結果
を取得する。上述した分析過程の説明により、ここでは、クラウドサーバーの第一の変位
データ集合と第二の変位データに対する分析過程は繰り返して説明しない。
【００４５】
　グループ属性標識情報が例えばある疾患標識及びある年齢層標識である場合、第一の分
析結果は、当該年齢層の中の人々の当該疾患に対応する変位データの全体の傾向図であっ
ても良いし、一方、第二の分析結果は、当該照会人の当該疾患の変位データの傾向図であ
っても良い。なお、当該照会人の年齢は、グループ属性標識の年齢層範囲内にある。
【００４６】
　クラウドサーバーは、分析を行って上記の第一の分析結果及び第二の分析結果を得た後
、その第一の分析結果によって、第二の分析結果に対応する健康状態情報を取得し、即ち
、第一の分析結果を参考にして、第二の分析結果が反映した健康状態を確定する。詳しく
は、第一の分析結果は、照会人が所属されたある群の人々及び／又はある種の疾患の分析
結果を表し、そのグループの分析結果を参考にして、照会人個人の分析結果が表す当該照
会人の健康状態をより精確に評価することができる。例を挙げて説明すると、ある照会人
の個人の変位データの分析結果は、当該照会人の全ての変位データがＡ～Ｂ区間内に位置
することを表し、一方、対応するグループ、例えばある年齢層にいる人々の変位データの
分析結果は、当該年齢層の人の変位データがＣ～Ｄ区間内に位置することを表し、且つ、
Ａ～Ｂ区間がＣ～Ｄ区間内の中間領域の部分に近づいて位置する場合、クラウドサーバー
は、グループの分析結果を参照して、その照会人個人の健康状態が良好であると確定し、
その健康状態情報をクライアント端末にフィードバックする。本実施形態において、照会
人の健康状態情報は、例えば照会人がある疾患にかかる可能性の高さのみを表している。
【００４７】
　さらに、クラウドサーバーは、照会人の健康状態情報を評価確定した後、その健康状態
に基づいて、例えば健康管理助言及びその他の公益情報などの相応する健康助言情報を照
会人に送ることができる。上述したステップ２０３において、クラウドサーバーは、照会
人の健康状態情報をクライアント端末に発送する以外に、健康助言情報もそのクライアン
ト端末に発送する。
【００４８】
　本実施形態において、照会人は端末装置に設置されたクライアント端末を介してクラウ
ドサーバーに健康状態分析請求を発送し、これにより、クラウドサーバーは、各照会人の
変位データが記憶されているクラウド・データベースから当該健康状態分析請求の中の照
会人の個人属性情報に対応する分析待ちデータを取得し、且つその分析待ちデータに対し
データ分析を行って、例えば、照会人の臓器弾性変化の動きや所定の病気にかかる可能性
などの健康状態情報を取得する。このため、クラウドサーバーに記憶された大量のデータ
を用いて、照会人はクライアント端末を介して自分の身体健康状態を便利で適時に把握す
ることができる。
【００４９】
　図３は、本発明の実施形態による弾性検出装置に基づいて行う健康状態分析システムの
構造模式図である。図３に示すように、当該システムは、クライアント端末１及びクラウ
ドサーバー２を備えている。
【００５０】
　クライアント端末１は、クラウドサーバーに健康状態分析請求を発送するために用いら
れ、その健康状態分析請求には、照会人の個人属性標識情報が含まれている。クラウドサ
ーバー２は、クライアント端末から発送された健康状態分析請求を受け取って、クラウド
・データベースから当該健康状態分析請求に対応する分析待ちデータを取得し、且つその
分析待ちデータに対しデータ分析を行って照会人の健康状態情報を取得するために用いら
れる。ここで、分析待ちデータには、照会人が弾性検出装置を介してり検出し得た粘弾性
媒質の変位データが含まれている。さらに、クラウドサーバー２は、照会人の健康状態情
報をクライアント端末に発送するためにも用いられる。
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【００５１】
　また、弾性検出装置は、粘弾性媒質の中に弾性せん断波を発生する励起装置、及び、弾
性せん断波の作用により発生する粘弾性媒質の変位データを確定する捕捉装置を備えてい
る。この弾性検出装置は、取得した変位データをクラウドサーバーに発送して記憶させる
。
【００５２】
　さらに、その健康状態分析請求には、照会人のグループ属性標識情報も含まれている。
【００５３】
　クラウドサーバー２は、クラウド・データベースからグループ属性標識情報に対応する
第一の変位データ集合を取得し、その第一の変位データ集合に対しデータ分析を行って第
一の分析結果を取得するためにも用いられる。
【００５４】
　また、クラウドサーバー２は、クラウド・データベースから個人属性標識情報に対応す
る第二の変位データ集合を取得し、その第二の変位データ集合に対しデータ分析を行って
第二の分析結果を取得するためにも用いられる。
【００５５】
　また、クラウドサーバー２は、第一の分析結果によって、第二の分析結果に対応する健
康状態情報を得るためにも用いられる。
【００５６】
　さらに、クラウドサーバー２は、健康状態情報に応じて健康助言情報を確定し、その健
康助言情報をクライアント端末に発送するためにも用いられる。クライアント端末１は、
その健康助言情報を受け取るためにも用いられる。
【００５７】
　本実施形態によるシステムは、図１又は図２に示された実施形態による方法を実施する
ためのものであって、その基本原理及び技術効果が類似しているため、それに対しては繰
り返して説明をしない。
【００５８】
　本技術領域の当業者であれば分かるように、上述した方法を実施するために説明した全
て又は一部のステップは、プログラム命令に関するハードウェアによって完成することが
でき、それらプログラムは、コンピューターの読み書きできる記憶媒質に記憶されて、当
該プログラムの実行時、上述した方法の実施形態を含むステップを実行する。ここで、そ
の記憶媒質には、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ディスケット又は光ディスクなど、プログラム・コー
ドが記憶できるいろんな種類の媒質が含まれている。
【００５９】
　最後に言及すべきことは、以上説明した実施形態は、本発明の技術手段を説明するため
に使われ、本発明の技術手段を限定するものではない。もちろん、本発明の保護範囲は、
上記実施形態、実施例に限定されず、本発明の趣旨に基づいて変更または改善することが
でき、いずれも本発明の保護範囲に含まれる。
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